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dM/dθ= 4773(0.2751 t2.lx10寸ー (15A ~ -O. 0 7 5)) 




t 空気温度 ('0) 












13) 1 ~) 
送匝量，たい積層高などに影響される点に諸国し IA. B. Newmそ口氏 の式 (2.2)
に，各温度における乾燥時閣と脱水率の結果を使って，試算によって拡散係散を求めてい
る。
I rhr D{} 
凶。ー姐 4 土唱 1 77i 












互主 1"¥2 ftd 
00ー】 or (2.3 ) 
(2.2 )式は風量とたい積層厚みに対する問題があるので，久郷氏らはその影響を加味
し，一般性のある式 (2.4)を示した Q
a = 2.09 x1 0-!Jt2.78_{ 6.3x 1σ同 (0.0545t)
+ 6.4 7 x 1 0-9 L e却 (0.0962叫e却←6.34x 1 0-5 G) (2. 4 ) 
上式中 Dh 複合拡散轍“(m2/hr) L 層高 (m) 
G :;通気量 CK9/nf. hr) t 温度 ("0) 
この式はたい積層が厚い場合や通風置が小さい場合に適用されにくいので，届高/通風
置から複合拡散係数Dtの平均値Davに対する補正項ゆを求めている。




この実験条件は湿度が0.005-0.008K9'su • 温度 40-55"0で湿度の影響が無視でき
る範囲の結果であり，かっ5ぴCを越えると拡散係数は一定値に逮するのにや』時間均効込
り，適用範囲の担定がある。
































21)22)~~ ~ _23) 
























上) .温度が400位では40分前後でほ Y一定値に遣するが， 45'0以上では温度上昇に
ともなって拡散係数は漸増し，一定値に速するのに 100分以上もかかる。





トクモロコレ k = 0.08 1 4 + o.000646 Md 
26) _ _ __ _.2η 













玄 米 1.197 
精白米 C= 0.28 2 + 0.0090岨 1.182 
オ~ト去 日 bD0078Mdl 1.085 







































e 般物の水分測定は 105'0， 5時間の直接乾燥法が普通使用されているので，実験1， 
7はこの方法によって含オt比をきめたが，水分債の変動が生じやすく，かっ定量値と














































するが，熱風が殺物を温めるに消費されるからで.S .M.Hend er 50n氏は盟粒温度が
上昇している間，水蒸気移動がおこらないと仮定し，空気温度 (ta).般物温度 (tg) • 
恋物乾物重 (w).比熱 CS) .密度 (p)I面積 (A) との聞係を次式のごとく示してい
る。
dt -kA -一一=ー←一一一(ia-tg)d8 S.p.w 






















































































Y8 = C， x.a (2.12) 













A'ci 10月21日 30.60% 23.43% 0%;0 
2 26 2z 53 21. 59 500 
5 1 1 33.40 25.04 750 
4 5 25.99 20.63 1，00口
5 1口 32.47 24.51 1，25日
6 15 2Z 6日 21.63 1.500 












述替地 500 750 1.000 1，250 1，500 2，000 (61 2) (918) (1，220) (1，53 Q) (1，840) (2~ 50) 
異常もみ 。 G 1.29 9.49 21.17 34.18 
Ail1 脱ぷ米 。 。 。 。 0.73 1582 
計位置傷栓) 。 。 1.29 9.49 21.90 50.0 0 
異常もみ 0.83 1.4 2 1.46 473 10.96 28.03 
2 脱ぷ米 。 。 。 。 。 2420 
計 033 1.4 2 1.46 4.7 3 10.96 5223 
異常もみ 0.94 0.91 036 7.02 1832 3532 
5 脱ぷ米 D 日 。 。 0.7 6 6]2 
計 0.94 0.91 0.86 7.02 1 9.08 42.04 
異常もみ 。 D 2.68 4.17 9.45 24.62 
4 脱~;米 O 。 。 。 2.36 18.46 
計 。 。 2.68 4.1 7 1 1.8 1 43.08 
異常もみ 1.82 Dβ? 1.57 5.4 7 12.31 3 1.28 
5 脱ふ・米 。 。 。 D 1.45 18.4 4 
計 1.82 0β? 1.57 5.4 7 13.7 6 49.7 2 
異常もみ 0.92 0.78 1.65 2.83 1525 23.40 
6 脱ぷ米 。 。 。 。 4.35 19.80 
言十 0.92 0]8 1.65 2.83 19.60 4320 
異常もみ D OB9 551 8]0 16.43 31.80 
7 脱ぷ米 。 o. 。 2.90 857 28.60 












(2) 乾燥速度実験 C実験 3)
第2.2表に示す衝撃実験で得た 1区5-61}のもみを35'0の定温通風乾燥機(湿度0.006
均/均前後，風量 O.06 m J /m in )に入れて 4-6時間乾操した。この時の水分滋量をそ
れぞれの乾操時間で除し，乾館連且zとしてみると第 2.4表のとおりである。
第2.4表 flIj撃もみの乾燥速度
二議委 500'31おin 1，000 1，500 2，000 4時間区 6時間区 4時間区 6時間区 4時間区16時間区 4時間区 6時間区
d正 1.48 1.26 1.55 1.33 1.62 1.37 1.92 1.59 
2 1.38 1.10 1.37 1. 11 1.45 1.15 1.63 1.27 
5 1.84 1.54 1.91 1.56 2.01 1.65 2.05 1.67 
4 1.23 0.98 1.34 1.10 1.45 1.20 1.65 1.37 
5 1.89 1.55 2.01 1.59 201 1.63 2.13 1.70 
6 1.44 1.17 1.45 1.20 1.49 1.23 1.51 1.25 





































Md = C2 xf3 (2.13) 




















C2(信パ11") . s :もみの含
水比，衝撃速度，乾操空気によ
って定まる定数である。
含水比 26~る，衝撃速度 500.1，000 .1，500. 2，000πνinin ，乾燥品度35，4DDの
2 3 4 5 6 
乾燥時間白r)
第2.9図 萄撃もみの含水比変化
第2.5表 衝撃もみ乾燥の常数値 Md=C2Xn -s 
孟詩鵡旦丈 C2 戸 備 考
500号令in 2Z8 0.242 
35"{) 1，000 
。 0.268 
1，500 。 0.300 
2，000 。 0.331 
40 500 29.5 0.324 胴われ発生多<，この条件
2，000 。 0.405 で乾かすことは困鍵
35 手こぎ 31.口 0.285 
ヨシノ吋シ 。 0.350 周速度1，120巧ゐin前後
C2 :者A江
ー19-

























































3，600 xSxQxp.XL1Tx，dO (3.3 ) 
上式中:
v 援物の単位重さ当たり水分謀発潜熱(K田1/苛)
w L1L層内にある穀物の乾物重(f¥u) p" :空気の密度 CIW/mり
品ヤd/J:層内の乾傑速度 情/hr) Q 送風量 伽lJ/配 c)
S 空気の比熱 (K田I~ '0) 
( 3.2) = (3. 3 )でありjTを求めると，
L1T= "7 f'" nlvxw x(坐~) (3.4 ) 
3 6 O. 0 00 x S x Q x P ¥ dθ 
(3.1)式は次のようになるので，品1/ciθがわかれば厨通過後の温度は計算し得る。
1L=Ta+v x w で x(主~)























































(3) 空気条件蓋の実験(実験 4) 
島組ニ 27.4% 
18 一一一 Te~ 27-28'C ¥.... fi1 
ー /，1 30-31'0 一
14γ 4 116 14116 
巧'






1 1 . 

















る構造とした。 1箱の大きさは内のりるOCllJx30c詔，高さ 18.5 c1lで下面には金網が揖つ
である。
実験結果ー含水比27.4. 28.2$ (含水率21.5.22D$)のもみを5置にたい積して，
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¥ 乾球温度 湿球姐度 湿 度 乾燥前水分 風量殺物比('0) ('0) (婦) 含71<1土偶} 含水率併) 1~m3/s巴.1匂
JI正1 34.1 21.0 30 2呪87 23D 0.042 
。2 34.1 21.0 3D 2350 19.0 0.042 
。5 34.1 21.0 30 23.50 19.0 0.1.0口


























多段たい積乾燥実験装置を使い，含水比 2 2. 5~ (-含水率 18.36%)のもみ21咋を5段





















































附加される熱量 (Qi)は乾燥物のうける熱量 (Qg)，乾燥物からの水分蒸発熱量 (Qv)， 
通過空気の残存熱量 (Qp)，乾燥機本体の損失熱量 CQe)となり次式で示される o









A B A B A B 
乾燥前含水比 (% ) 27.4 27.4 27.8 28.2 22.5 225 
たい拙高さ (cm) 48 48 42 42 42 42 
嵐量穀物比(><1口百~j幼 0.0 71 0.071 0.095 0.0 95 0.095 0.095 
電 熱 量 (W) 200 30日 400 300 400 300 
発生熱カロリ4 田 lパlf) 172.80 259.20 345.6 0 259.20 34560 259.20 
送風温度 ('0) 27-28 30-31 30-31 27-28 29-31 26-28 
「 平均除去水分(同lr) 0.1 76 0.205 0203 0.186 0.166 0.142 
段 ZFR(幽 Vhr)プヒ 1口1.85 1 18.96 117.51 1 0 7.65 96.00 82.07 
し、
悩 熱効率 (<Jb ) 58.94 45.90 34.0 0 4 1.53 27.78 31.66 
多 平均除去水分l<l.1ir) 0.195 0.233 0.245 0.2 23 0.199 0.175 
段'-τロ¥0野fi(恥 aVhr) 1 12.93 13537 142.04 129.17 11554 1 0 1.2 1 ぃ邑


































































































































































区 分 生組合7k.1土 乾燥含水比 所要時間 乾燥温度 胴われ慈
生もみより半乾燥
29.4 % 20.5 % 52分 38-40'0 4.8 % (22] ) ("17.0 ) 















￥繭翠堅生 日号I'rnin 500 750 1.000 1.250 1.500 2ρ00 
J伍 。 O. 。 。 O. 1 0.9 19.7 
2 。 。。 。 0.7 1.6 1. 1 
5 。 D 。 1.5 5.0 5.8 16.0 
4 。 0.1 1. 1 0.9 1.4 1.9 7.8 
5 D 1.6 2.4 4.2 6.1 8.5 1Z7 
6 D 1.7 2.8 4.9 6.4 8.8 9.3 








































































2o 21 22 23 


























































o I 1~ ，14 
16 18 
19汽トー 与一割号








































ーー ーー 一ー対;--ー ーー メー









































o 2 3 4 5 




























































































と3jg!'たい積乾燥時，送風条件や初期含7k1土をかえた場合の実験 C実験 10) .結果は次
のとおりである。
乾燥むら水分勾配ー初期含水比26.1%借水率20.7扮，たい積高さ35CI1lのもみに送
















































A B A B A B 
乾操前含水比〈労) 2Z39 27.39 2Z80 28.21 22.49 22.4 9 
たい積もみ畳 (均) 24 24 21 21 21 21 
たい樹高さ (伺) 48 48 42 42 42 42 
疋噌且E 風 量(rrV's) OD 17 0.017 0.020 0.020 0.0 20 0.020 
風量般物比古 o.71x10-<l 0.071)(1(fZ 0.0拓刈「 0.0史ix10・宮 OD舟<10・宮 O.田'5x10~
電 熱 置 (w) 200 300 400 300 400 300 
送風温度('0) 27...28 30-31 30-31 27-28 29-31 26-28 
運転時間。r) 6.5 6.5 6.5 6.5 4.5 4.5 
第 平均水分 1 &85 17.38 16.20 1 Z67 1 6.3 1 1 Z28 
下 届 (MI) 1 Z92 16.58 15.18 16.8 1 15.92 1675 
段 上 厨 (Mu 1呪56 1823 1670 1 9.09 1672 1 Z62 
第 平均水分 20.63 19.7 5 18.57 1虫77 1 7.81 1850 
2 下 届 (M2) 19.56 1823 1670 1呪09 16] 2 1 Z62 
段 上 層 (M3) 21.80 1呪80 19.13 1826 19.08 
第 平均水分 23DO 21.98 2076 21.69 19.16 19.60 
5 下 l函 Ct¥-13 ) 21.80 19.80 19.13 一 18.26 19.08 
段.上 J函 品!l~} 23.32 21.89 21.14 19.43 1呪88
第 1段上下層の差問) 1.64 1.65 1.52 2.28 OBO 0β7 
最下層Uえよj磁の差!P.1) 5.40 5.31 5.96 3.51 3.13 
第 1，3段平均水分差 4.15 4.60 4.56 422 2B5 2.32 
DI/1)2x100 30.4 31.1 255 ー 22.8 27.8 
率 嵐畳/たい積もみ監を示す，単位m/sec.IW
芭) 1. 平均水分は乾燥前水分担Ij定価から重量減にともなって計算した含水比。
















λ立竺 最上 j函 最下層 含水比差 水分勾配 備 考含71<1之併) 合水比例 (%) (労/伽〉
①乾燥む臼曜時的変化
19.59 16.69 2.90 0.083 正置たい滋
1431 18.42 3.61 0.103 逆転 35cm 
江三竺 司王もみ 乾もみ 含水比差 平均吉水比(労} 含水比~) 制i含水比(%) 保存温度含水差
①厨接姐水分移行
1 Z93 14.35 3.58 16.14 
18.06 1 1.24 632 14.65 
1 Z88 1026 7.62 14.07 35"C 大
1 a 15 13]0 4.45 1593 
1 呪~62 11.77 Z85 15]2 大
①混合接触水分移行 18.46 13.4 6 5.00 19.96 常温
19.23 5.16 1665 27"C 































































































は1区当たり 25極または50粒ずつに30区分し， 0.1 'flIj感度の精密天秤で計量後， 第
5.5国に示すガラス管内に入れてゴム桂で密閉した。封入後の試料は200，35'0の定揖













Vq.= Ky.A (WM-OM) (5.1) 
上式中 Vq: J面接触時の水分移行量 (1!T'!f) A:接触面積肘)


















































































接触初期 Kyn = a + b x ( 5.2 ) 
但し 15<x<70hr， a.bは温度によって定まる常数
接触中期以降 Kyb=C. Xα ( 5.3) 
但し 70 <x < 170 hr 
(5.1 )式のKYIに (5.2)• (5.3)式を入れると，
Vqn= (a +bx) A(WM-DM) 15<x<701江 (5.4) 
Vqb=Cs xαA(WM-OM) 7Oくxく170hr (5.5) 





7i更 Kya =a + bx Kyb=~P a b C， α 
2仕C 7. 46 0.52 5 0.626 
35'0 1呪26 0.7 5 5 0.626 
備考 15<x<70hr 70くx<170hr
第5.3表に示す値をとった。


































Y満置となるように入れて密閉し，常温 (170-23"0)， 27"0. 35'0の各温度に保存した。
















保存温度差ーー合水比のほ Y等しいもみを常温， 27'C. 35'C中に保存し，水分移行状





















a-乾もみ湿もみ MW =13.77 (X+2) 0.027 h凪 =18.23(x+ 1fO.(}226 
水 13.77']6 18.23% 
比
12.08 19. 92 MW=12.08 (x+2) o.U59 MD.z =1虫回収+1)-O.O~32差
温
常温 T町=13.47x 0.02&5 TU==lB.53 X -o.U221 
度
(17-23'(コ〕
議 27'0 τ1Vz=13.47 (X+S) 0.0285 TD:=18.53 CX+4fO.U22J 
件


















































































第 5.5表 乾燥むら 世十算{盛)
¥ 全庖の平均含水比 16.28%の時の上下差 4段たい誼時における 備 考最下趨最上層 差 排出各段の上下含水比差
Al.1 12.日3% 22.51~ 10.48% 2.5~...... 2.6% 乾操終了時の
2 13.14 19.96 6.82 1. 5 -1.6 平均含7kl土を
5 13.74 18.01 4.27 0.7 -0.8 1623%とLt.::o





























第3.5図に示した実験装置にもみを5段たい滋し，含水比 269<j， (含水率21.2<j，) ，風
量級物比0.1x 1 0-2 m ~.f\s! ，送風温度27-28"0，湿度0.005ゆ/K9の条件で乾かし，
下段排出時に中，上設を混合して乾燥を続行する方法で実駿した。第5.14図および 第
5.6表は含水比の変化を示したが，第 1回排出のものは混合がなかったため上下聞に1.04




¥¥¥¥ 第1回 ~~ 2回 第3回 混合回数 順位排出 排出 排出
下趨師) 1650 
D， 上層附 17.54 なし 下監のみ
上下水分差解) 1.04 
下層(活) 1826 16sO 
D2 上届併] 1虫30 17.45 1回 中→下
上下水分差解) 1.04 0.65 
下層併) 20.22 1854 1 7.65 
D3 上 l面倒l 21.62 19.22 17.83 2囲 とぜト下
上下水分差併) 1.40 0.68 0.18 
下届 ~J 22.82 21.02 
D4 上 JO 係) 2355 21.48 1回 上→中
上下水分差併) 0.7 3 0.36 
下層筋) 22.64 
DS 上層俗) 23.29 なし よ段のみ
上下水分差1$) 0.65 













一#ーーー￥~ 2 ~ 
- -(3----E)-- ~ 3 ~ 
4ー←ー~ ~ 4 ~ 








































































































f 少 令 指出能力 (K~/hr)





























バナ 7 トによる循環式は各韮に昇降機をとりつけ，掘現用と捻出入用に兼用している D



















二記せ1滋賀県水口町伴谷 宮山県栃波市般若37年 38年 39年 3 6年 3 7年 38年
1Z6領以下(乾操もみ〉 3D 43 3.3 22.0 22.7 17.9 
含
1 U;:，.拓21.9事1:'15ι18D1 23.6 10.3 10.5 60.9 66.6 52.8 
水
22.0-23.5 18.1-19.0) 442 36B 
比
29.3 11.3 5.9 162 
23.&-25D 19.1-20.0) 23.9 345 42.2 4.8 3.6 8.4 
区
25.1-26.6 20.1-21.0) 5.1 13.6 145 0.6 1.0 4.1 
分
26.7以上 21.1以上) 02 一 02 0.4 02 0.6 
l苧受け点数 602回 851田 806田 519回 476[司 631回
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た 601 - 700し一一一一一一司一一
り 101-800 ぜ
の 801-9001
扱 901-1000 b-骨一世← F 一司 4 ー
い 1001-1100
珂 1101-1200←ー 一ー -ー-ギー
1201-1300ド-----可
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乾燥機使用区分 がい当日数 小計 比 τ28p 3 
6田 5日
全か動
5 1 2 
1 5日 26B<;tj 
4 5 
通常か助
る 1 1 
1 6日 28.6 
半か動
2 1 5 
1 1 0 
25日 44.6 
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経 各届温度。C 排 含含水比の推移 % 備
外気空気条件 気 ( 水率)過
理 位時 乾球?皐球湿度 送室闇 1層 2層 5層 度 乾 操 P頁
考
問 温度温度.
持 A B C D E hr 。CI'C持 後後
9.20 




1 t 20 
1 5.2 0 
1 5.s 0 
1 6. 50 
1 7. 5 0 
l且S0 
1 9. 50 
217 。 115 10.5 6t5 21.5 15.8 ltO 13.2 70 。Lち
2U ](2 112 65.2 28.8 23.8 17.5 15.8 13 
(19.() 
72 22.1 2 15.5 IL7 58.5 31.0 26.0 2.0 17.5 (1&.]) 
20.3 3 15.2 110 5(6 30.3 26.8 2.6 19.0 63 06.$ 
18.9 15.5 ILO 52.5 30.5 2&.0 2(0 20.0 58 (J5.!Il 
53 11.8 5 16. lL3 50.7 30.8 2&.0 25.0 20.4 (15.む
lι7 E 16.3 lL 0.7 3L2 29.0 21.0 23.4 ~8 (H.l 
16.1 ι5 16.0 10.9 411 3LO 28.8 25.4 2且O45 (119) 
7. S 16.0 lLO 49.0 30.8 27.8 2H 17A 63 
8.S 15.7 1L0 5Ll 30.6 28.8 26.0 2L5 50 
9.5 15.5 1.4 55.7 30.8 27.8 22.9 lι5 68 
10.5 15.5 1 L4 55.7 30.8 2&.2 24.8 20.5 49 
、178
平均乾棋連度 $/hr (1.2(t 
(注) 1) 1儲当たり 500K9たい積













(1 li. 8) (I吋
19.2 2U 
(16.0 (17.G) 
1&.6 20.8 21.6 
(1ゆ (J 7.1) 。L6)
1.1 19.3 25.日
(14.6) (l6.Z) 。。。
16.4 18.6 215 
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に1段当たり 710，3段たい甜させて，熱風温度を 77と600C r.:.変化せしめて実験し
た結果は第8.3国のとおりである。加熱温度差1':よる影響を排出間隔でみると 1: 1.5の
比率となったo





(A図) Md =756~ (B図) Md =286需
Mw=852需Td=860CQ/叫=O.004n/.初偽叫=74.1% 
下三~ - Solnn Td =840C 
0-.9企hヲ.00 9nfAec.咋
で以合 6
、.J ~ 50t 〆ち
10 






(C図) Md = 115% 









D 日且 LO L5 
時間 (hr)
第8.2図 多段たい積による牧草乾操
合水比247%(合水率71. 3 %)のれんげを4c沼前後It.カ ';If1.で切断して， 1段当たり
1 5 0 K9' ( 1 2 cm) -1 8 0 K9 ( 1 4伺)たい積させて実験した結果は第8.1表のとおり
である。この6.6rr用の多段式乾操機ほ合水比230%(合水率70%)見当のれんげを




















材料一れんげ4cm切断たい誼段数・..3段 1層りたい積高… 10 c:m前改
1 腐のたい積草量… 7~ 見かげの密度… 208均Vm"
初期合水比一450:ti(含水率81香) 風量水分比0.00 3 rf./i邸弘均
(A国〕熱晶温度 77'C (B図〕熱風温度6ocC 












供 供試水比 乾 乾比 歩 担負転時 一り埋 換乾1匂当経世 定
試 煉- 操 溜 時生畳
備し、
重 材 後 後 週間 間草 れた 積
郵場 料 重 合 り 当の んり 考 I同含{者} 量制 水(拓) {伺 (時帥 た従事9 げの円 さ
1 80 247 5650 9.4 3 1.4 1.8 100.9 5.8 
180 247 56.35 9.2 3 1.3 1.7 105s 5.5 
1 5口 24 7 4 Z30 9.6 3 1.5 1.4 108.4 5.4 1 2間
〈注)り負担運転時閣は5段たい趨なので搬入から排出までの1/3とした
2)経質は撫料費及び電力質である 3)単価燃料28円/KSJ 電力 4円/即
4)熱風温度 7σC前後 5)見かけの密度 196KSZ/rrf























.ー目、ー t .-<~ 




























参 考 文 献
(1)河野常盛:米安貯蔵の理論と実際 河田書房刊 (1951. 8) 1-20 
(2) 山下律也;ライスセンタに閲する研究(第1報) 富山鹿試研究報告 1 (1966) 
122-130 
(3) 小泉武紀;般物の大規模乾燥貯蔵装置に関する資料(I-IV) J:s機誌 25 ， 26 
(1964 ，1965) 1. 253-，1. 52-， m. 1 28-. rv. 259-
(4) 伴敏三;米国における乾燥施設の現状風機技術情報 4(1966) 13-22 
151 新路持社資料室:乾燥機の研究 1 新腔掛吟土干1] (1963) 1-14 
(6) 関東々山胆試血機具部:玄米の乾燥むらが精米に及ぼす影響について 昭和32年度
試験成繭苗 (1958)211-212 
171 篠崎平馬，泉亮太郎;熱及び物質移動 明倉笹庖干1]( 1 9 6 5) 1 4 -5 9 
(8) 市村一男，中山元司;盟物の乾燥特性に閲する研究(第 1報)小去について 鹿電研
究所報 1(1960)77-96 
(91 市村一男・中山元司;盟頚の乾燥特性に関する研究(第2報)却について 盛電研究
所報 2 (1961) 109-150 
um W. H. C. S immond s， G. T. Wa rd and Ewen McEwen ; 
The Drying of ¥Vheatgrain part 1. The Mechanism of 
Drying Trans. Instn. Chem. Engrs. 31 (1953) 265-278 
UD W. H. C. S immonds， G. T. Wa rd and Ewen Mcewen ; 
The Drying of Wheatgrain part 2. Through -Drying of 
Deep Beds Trans. Instn. Chem. Engrs. 31 (1 953) 279-287 
凹久郷昌夫，向井田健一，渡辺昇;級頚の3湿気乾燥北大工学部研究報告 35 (1964) 
83 -1 06 
U3J A. B. Newman; The Drying of Porous Solid6 Diffusion 
and Surface Emission Equations Trans. Am. Inst. Ch町n.
Eng. 2 7 (1 9 3 1) 2 0 3 -2 1 6 
U4.i A. B. Newman; The Dry i ng 0 f Por ouS So 1 i ds Di f fusi on 
-89-
Calculations Trans. Am. 1n宮 t.Ch em. En g. 2 7 (1 9 3 1) 
310-333 
間小平吉男:物理数学第2巻岩波書居干!J (1948) 545-
凶化学工学協会;化学工学亜覧丸善 (1965) 542 
間A.Hustrulid and A. M. Flikke: Theoretical Orying 
Curve for Shelled Corn Trans. ASAE 2-1 (1959) 
112-114 
同平岡正勝.~湿気乾燥について 化学機桟技術 9 (1957) 41-60 
(¥9) S.M. Henderson and P.Pabis: Grain OryingTheory 
J.A.E.R. 6-3 (1961) 169-174 
間 P.Pabis and S.Ml Henderson: Grain Orying Theory 
J. A. E. R. 6 -4 (1 9 6 1 ) 2 72 -2 7 7 
凶渡辺鉄四郎，清水浩;拐の人工乾燥について盤機誌 1 2 -3. 4 (1 9 5 1) 
11 -20 
四 日本安類研兜会;通風乾操法における乾燥の過程査研叢啓 38 (1 959) 
1-48 
四 O.S.Boyce: Grain Moisture and Temperature Changes 
with Positioo and Time Turing Through Drying J.A.E.R. 
10-4(1965) 333-341 
幽満久崇磨;木材の乾儲務;11:出版刊 (1962) 73-77 
邸1E.A. Kazarian and C.W. Hall Thermal Properties of 
Grain Trans. ASAE 6-1 (1965) 33-37 
窃，) G.A. Haswell: A liote on the Specific Heat of Rice. 
Eats and their Products Cereal Chemistry 31 (1965) 
341 -343 
lZrI R. W. Di sney: ThεSpecific Heat of some Cereal Grains 
Cereal Chemistry 31 (1965) 229-239 
園 田原迫昭倒;Band Dryerにおける並流及び通気流が乾燥速度に及ぼす影響
趨機学会第24自前筑豊旨 (1965) 80 
棚 田中孝;視の水分蒸発潜熱について 滋賀腿大学術報告第1部 8 ( 1 955) 
ーヲOー
48-50 
醐 S.Pabis and S.M. Henderson: Grain Drying Theory 
1. A. E. R. 7 -1 (1 9 6 2) 2 1 -26 




倒亀井三国;化学機械の理論と計算産業図書刊 (1951) 398-405 
刷 S.M.Henderson: A Basic Concept of Equilibrium 
Mo i s t u r e Agr. Eng. 3 3 C 1 9 5 2) 2 9 -3 2 
邸，) H.J. Thompson and C.K. Shedd: EqilibriumMoisture 
and Heat of Vaporization of Shelled Corn and ~eat 
Ag-c，..En g . 3 5 (1 9 5 4 ) 7 8 6 -78 8 
倒 F.W. Bakker -Arkema and C. W. Ha 11 Stat i c Versus 
Dynamic Moisture Equilibriwn in the Drying of Biological 
P r 0d u c t 5 1.A. E. R. 1 0 -4 (19 6 5) 3 0 8 -3 1 1 
間 UrteDaiber -Kuhnke: Das Feuchfigkeitsgleichgewicht 
von Luft und Getreide bei der Behaltertrocknung 
Landtech. Forsch. 9-4 (1959) 106-110 
開渡辺鉄岨郎，小川浄寿，福田正光，吉永UsI伴敏三; 常温通風乾燥法に関する研
究関東々山腿試研究報告 4(1953)39-116 
間 A Hustrulid; Comperative Drying Rates of Natural 
Moist. Remoistened and Frozen Shel1ed Corn Trans 
ASAE 5-1 (1962) 64-67 
(却)末次勲，置井不二男:水稲のコンパイ Y収穫による開匝担と亀裂柚D発生血業お
よび園芸 40-2 (1965) 327-329 
組1) 福井腿試;コンパイン収種担の異常租発生防止に閲する誼験 昭和40年度盟業機
械試験成績 ( 1 9 6 )2 9-3 7 
(仰 R.E.Arnold and J.R. Lake: Direct. lndirect and 
Double Threshing in Herbage Seed Production J.AE.R. 
-91-
10-3(1965) 204-211 
{錨 R.E.Arnold; Experiments with Rasp Bar Threshing 
Drmns 1 Some Factors Affecting Performance J.A.E.R. 
9-2 (1964) 99-131 
{ωK.G. Kolganov; Mechanical Drunage to Grain during 
Threshing J. ~E.R. 3-2 (1958) 179-184 
(45) F. S. Mi tche 11 and T. E. Roun t hwa i t e; Res i s t ance 0 f 
τwo Varieties of Wheat to Mechanical Damage by Impact 
J. A. E. R 9 -4 (1 96 4) 3 0 3 -3 0 6 
棚田口玄ー:実験計画法上 丸善干lJ (1965) 5-36 
間山下律也:担の乾傑に閲する研究(第1報〉 衝撃組の損傷と乾燥特性について出
慢誌 28-3 (1966) 162-166 
!ぬ 日本表類研究会 :ili風乾燥注における乾燥の過程(第2報) 変研叢嘗48 (1960) 
畑内田俊一，亀井三郎，八回目郎次;化学工学 丸善刊 (1949)40 1-403 
開 H.Bungartz; Die kunstliche Getreidetrocknung V. D. 1 
97 (1955) 363-367 
お1 C.W. Hall Analysis of Air Flow in Grain DrYing 
Ag r. En g . 3 6 ( 1 9 5 5) 2 4 7 --2 5 0 
GZ P. J. Lawton: Resistance to Air Flow of Some Common 
Seeds J.A.E.R 10-4 (1965) 298-300 
間工業技術大系編集委;湿度・水分担.IJ定 日刊工業刊 (1960) 111-125 
国経団良一，小林ー:玄米胴割の発生原因に閲する研究農機学会関西支部報 1 8 
(1963) 21-24 
回小林ー，位田良一，三輪椅博;玄米の胴部発生機構に閲する研究(第2報)農機学会
第25回講抗要旨 (1966) 84 
価j 原摘盗:胴lrJ米発生の原因と対策稲と表 (1964. 7) 8-12 
町富山鹿試:胴1，~1米に閲する試験昭和 38年度作物試験成績 (1964) 32-58 
醐岡村保，近藤万太郎;玄米が政担せし時の膨張の方向と胴寄j米成生との関係血学研
究 19 (1932) 143-152 
醐岡村保;胴割米に閲する研究曲学研究 27 (1937) 166-194 
-92-
師反田嘉博..米の吸水に閲する組織学的研究 日作紀31(1962) 167-170 
(60 四国腿試機械化研究室;[産地における水稲の刈取適期の判定に関する試験 昭和40
年度試験成績 (1966) 1-8 
間狩野秀男;脱毅と担掴農業機械化協会干1)(1956) 88 
剛重井不二男，桑野茂三;通風乾燥機による粗の乾燥について 福井鹿試60周年記
念論文集 (1960) 121-130 
幽 居垣千尋;!肱の人工乾操における法度と品質に閲する研究股織詰17-1 
(1955) 30-33 










間桐栄良三;乾操装置 日刊工業刊 (1966) 18 
問川村畳，山下律也，山本功;却の乾燥特性と品質に及ぼす蕗響皿機学会関西支部
報23 (1966) 21-23 
間 O.R.Kunze and C.W. Hall Relative Humidity Changes 
that Cause Brown Rice to Crack Trans. ASAE 8-3 
(1 9 66) 39 6-399. 405 
同 川村登，山下樟也，笠田昭;粗のたい積乾操と乾操むらについて j昆織学会関西支




年度血機具試験成植 (1963) 20-24 
-9，3 -
閉山下律也，笠由昭;認の水分移行について鹿機誌27 -4 (1 966) 261-265 
四八回四郎次;化学工学極論共立出脹刊 (1947) 54 
四段事試農機具部;水分の異なる却を混合放置したときの合水率変化昭和36年度試
験成績 (1961) 120-122 




髄AntonG. Meiering und Fred W. Bakker Arkema: 
Kurzzeitlagerung Von feuchten Handelsgetreide unter 





間 W.F. Wi 11 i am色on Temperature Changes in Grain Dried 
and Stored on Farms J.AE.R. 9-4 (1964) 32-47 
間 G.A.Hohner and D.B. Brooker; An Analog of Grain 
Cool ing by Cross -Flow Aerat ion in Tall Structures 
Trans. ASAE 8 (1965) 56-59 
間 W.E. Mctune， N.K. Person and J.W. Soreson; 
Conditioned Air Storage of Grain Trans. ASAE 6-3 
(1963) 186-189 
(89)山下律也;共同乾燥弱型施設に関する研究(賞慨〉 燦慢誌26-1(1963) 4 
剛 山下伸也，箔・原明成 d可回久吉，経山善之助ライスセンタに関する研究(第2報)
宮山雌試研究報告 (1966) 131-139 
制捜辺鉄四郎;il!1恩乾燥機の使い方新盛林社干fj (1962) 152-172 
間横山位和夫，土岩原一三，高野信男，北村方男;へイコンデイショナーによる牧草の















棚永原太郎，堤忠一;乾燥法による米の水分定量食糧研究所研究報告 1 4 
(1959) 77-82 
-95-
